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須賀川市立小塩江中学校 学校たより No．２４ ※ 平成２７年度最終号      平成２８年 ３月２９日 

 

 

 

 

学校内の草花（３月） 

【教育目標】 健康（心身を鍛え根気強い生徒） 友愛（親切で協力する生徒） 進取（すすんで学び合う生徒） 

―ごあいさつ―  一年の終わりにあたって 

桜の芽も膨らみ始め、春の訪れを感じます。皆様におかれましてはますますご健勝にてお過ごしのこととお喜び申し上げます。 

 さて、平成２７年度の教育活動も無事終わりました。この一年、職員一丸となって教育活動に取り組んでまいりました。おかげさ 

まで、日々の生活・授業の中で心豊かな人間性の育成や学力の向上を図ることができました。また、対外的な行事等において 

も多くの成果を修めることができました。これもひとえに皆様のお力添えがあったからこそと、改めて感謝申し上げます。 

去る３月１１日は卒業式を挙行、３月２３日は終業式を実施しました。卒業式では、多くのご来賓の皆様にご臨席いただき、１３名の子どもを

厳粛で温かい雰囲気の中、無事卒業させることができました。平成２８年度は１８名の新入学生徒を迎え、小塩江中学校は３６名でスタートし

ます。引き続き子どもたちを温かく見守り、励ましていただきたくお願いいたします。（須賀川市立小塩江中学校長 菅野 哲哉 職員一同） 

感動の卒業式をありがとう。証書を渡すとき、くもりのない純粋な目で見つめられたら涙が止まらなくなってし

まいました。４月から皆さんには新しい生活が待っています。小塩江中職員、生徒一同、卒業した皆さんの

素晴らしい活躍を祈っています。卒業証書授与式の様子は本校HPをご覧ください。 

＜答辞＞ －抜粋－                                          卒業生答辞 橋本侑香さん 
今日の三月十一日、私たち十三名は卒業します。少し大きめの制服に身を包み、これから始まろうとする中学 

校生活に希望で胸を膨らませながら入学したあの日から早くも三年が経とうとしています。 

中学校生活最後の年。全てのことに「最後の」という言葉がつく年になり、これまでの経験を支えに、全力で 

取り組んだ一年でした。新しい体育館で行なわれた文化祭や部活動、仲間との出会いは私たちにとって大切な宝 

となりました。ここではほんの一握りしか話すことはできませんが、一人一人がそれぞれの思い出を懐かしんで 

いることでしょう。 

在校生の皆さん、私たちは今このような時を迎えて初めて何気ない中学校生活がどれだけ貴重なものであった 

かを痛感しています。在校生の皆さんは、一日一日を大切に、友達や先生とともに多くの思い出を作ってくださ 

い。また、私たちのことを親身になって考え、相談に乗ってくださった先生方、今までたくさんの愛情を注ぎ、支えて暮れた家族、私たちはその

深い愛情に包まれながら三年間過ごすことができました。本当にありがとうございました。今まで照れくさくって言うことができなかった心から

の思いを、全ての方々に伝えます。「ありがとう。」 

今度は、自分自身で道を創って進んでいかなければなりません。明日から私たちは夢と希望を胸に、この３年間を糧として自ら選んだ道を堂々

と歩み続けますこの色あせることのない思い出と共に、新しい一歩を踏み出し、進みゆくことを誓い、答辞といたします。 



 
 

  
 

 

 

 

 

 

中学校の一年目はあっという間に終わってしまいました。それは、みんな仲良く毎日が楽しかったことと、５人しかいなくて毎日が忙しかったか

らだと思います。給食当番は毎日だったし、日直も毎週回ってきました。教科委員は一人２教科を担当しました、本当に頑張ったと思います。また、

５人全員が休まず登校し、皆勤賞を達成できたことはとてもよかったと思います。この記録は３年間続けることができるといいなと思っています。 

これからも仲良く助け合い、勉強や運動をがんばります。（１年 海野 政喜くん） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

二年生は具体的な学級目標をきめ、頑張ってきました。いろいろな反省点がありますが、来年は三年生、受験生です。誰に対しても思いやりを持

って接することができるようにするとともに、受験生としての自覚を持ち限られた時間の中で効果的な学習ができるように集中して勉強に取り組み

たいと思います。また、すべての活動において、最上級生としてリードできるようにしていきたいと思います。（２年 大槻 千明さん） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ぼくは後期から生徒会活動を行なってきましたが、反省し改善なければならないのは、「朝のあいさつ運動」「校旗の上げ下げ」「生徒会新聞」の三

つだと思っています。特に生徒会新聞は、一ヶ月に一回、発行することになっていますが、遅れることが多かったと思います。発行する日にちを考

え、早め早めに発行して行きたいです。学校をよりよくするため、生徒会役員全員でこれからも協力していきたいです。 

（生徒会 ２年 近藤 大喜くん） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 堂々と発表する代表生徒（左から 海野政喜くん（1年） 大槻千明さん（２年） 近藤大喜くん（２年）） 真剣に話を聞く生徒（右） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
○ 第３１回ユネスコ平和作文    優秀賞   大河内望未（２年）      

○ 精勤賞（１年間 無遅刻・無欠席・無早退）  安藤 裕貴  海野 政喜  佐久間瀬那  関根  空  吉田 大悟（以上1年） 

大河内望未  塩田  陽  生田目菜月  橋本 実幸  渡邉 咲良（以上２年） 

 

                   

先日お知らせしましたとおり、この度の人事異動により５名の職員が異動することになりました。皆様、お世話になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

              

 

 一年間、お世話に

なりました。毎日子

どもたちからパワ

ーと癒やしをもら

い過ごした日々は

大切な思い出です。

素直で明るい子ど

もたちがこれから

も活躍されること

応援しています。 

 小塩江中勤務は

７年３か月。長いよ

うであっという間

の日々でたくさん

の思い出ができま

した。生徒さんの体

が益々健やかであ

るよう祈っており

ます。皆様、お世話

になりました。 

 ２年間はあっとい

う間でした。素直で

心優しい生徒たちと

過ごせたこと、楽し

く充実した毎日でし

た。皆様には感謝の

気持ちでいっぱいで

す。小塩江中のます

ますの発展を祈って

います。 

３月２３日（水）に修了証書授与式を実施し、１，２年生、それぞれの代表生徒に修了証書を手渡しました。校長 

が「今年よりも来年さらに成長できるよう、そして、中学校生活がますます充実したものになるよう春休みには、こ 

の一年間を振り返り、改善点を整理して来年度に生かせるようにしてほしい。また、新しく入ってくる新入生を迎え 

入れ、先輩として尊敬されるように頭と気持ちの準備をしてほしい」という話をしました。 

以下は修了証書授与式の際の代表生徒の作文発表（抜粋）です。ご一読ください。                 ▲ 修了証書授与 

久しぶりに感動

的な卒業式に立ち

会うことができま

した。進撃の小塩江

中。何事も真剣に取

組んだ小塩江中。何

かが起きる小塩江

中。充実した一年で

した。皆様に大変お

世話になりました。 

小塩江中で学ん

だことはたくさん

あり、思い出も数多

くできました。これ

も保護者の皆様、そ

して生徒の皆さん

のおかげです。ここ

が私のスタート点。

小塩江パワーを生

かしていきます。 

 

 

○ 入学式・始業式・着任式のお知らせ 

＜４月６日（水）＞ 

・ 着任式・始業式  ８：４０～ 

・ 入学式     １３：３０～ 

弁当持参 ２，３年生の下校は部活動終了後 

１８：５０頃となります。 

 

 


